
さ さ き

佐 々 木
赫
民

お
夫

学 位 の 種 類

学 位 記 番 号

学位 授与 年 月 日

学位授与の要件

博 士(文 学)

文 第219号

平成17年10月13日

学位規則第4条 第2項 該当

学 位 論 文 題 目

論 文 審 査 委 員

万葉集歌のことばの研究

宏

夫

伸

弘

藤

藤

佐

佐

授

授

教

教

明道平仁

動

授

住

教

論 文 内 容 の 要 旨

万葉集 の歌 は、 それ は万葉集 の歌 に限 らず、言語芸術 としてのわが国和歌 に敷街で きるが、歌 を歌 う

人々に よって、 自己の内面心情 や、対象 に寄せ る自分の思いを託すべ くことばが選 び取 られ、その選 び

取 られた種々 の ことばが、多様 な駆使 ・斡旋 によって歌われた ものであ る。 その こ とは、万葉集 の歌 に

取 り上げ歌 われ てある種々の ことば とは、それ を取 り上げ歌 った万葉集の人々の、その こ とばを把捉 し、

理解 した内面 の心情や、 その ことばに寄せ、託 した思 いの具体 的で明確 な表現 の形 象 としてあ ることに

他 な らない。

本論文 の目的は、万葉集の歌 を右 の視座 に拠 り考究す る立場 に立ち、万葉集の歌詞中の こ とばをいま

に残 された古代の語彙資料 としてではな く、 内面心情が具現化 され歌 に取 り上 げ歌われた ことぼ、す な

わち 「歌 の ことぼ」 として押 さえ、 その 「歌 の ことば」が、万 葉集 の時代 の、人々の、いかな る思 い、

どのよ うなこころの具体 的発現 ・提示 の表現形象 としてあ り、 そ こにいか なる文芸性 が認 め られ るか を

論究 す ることにある。

論究 において は、万葉集の多種 多様 に亘 る歌 のこ とばか ら、1で は万葉集 に取 り上 げられた身体 の形

象に係 る歌 の ことぼを、IIで は対象 を思慕 し賞美す る内容 を有す る歌 の ことばを、皿では春 ・夏 ・秋 ・

冬の季節表現 に関連す る歌の ことばを、IVで は万葉集の動物 として最 多の用例数を持つ 「ほ ととぎす」

に係 ることばを、 なかで も大伴家持 の 「ほ ととぎす」 をめ ぐる歌 の ことばをそれぞれ適宜抽 出 し・ それ

らの歌 の ことばが、一首一首 において は万葉集の人々 によって個別 に把捉 され提示 された歌 の ことぼで

あ りつつ も、万葉集内部 にあっては、 いか に共有、共感 され る歌 の ことぼ として定位で き るか を、四期

に分 け られ る万葉集 の作歌時期 区分で の展開の様 相 を視野 に入 れて解明す る・

本論文 は、わが国最 古の和歌集万葉集の歌の こ とばに託 され、嵌 め込 まれた、万葉集 の時代の人々の
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思 い、 こころを、 その用例歌の表現内容 に即 して析 出 し、 そ こか ら万葉集 の歌 の ことばの万葉集 にお け

る基本、基 層の枠組 みを解明 し、 その内部展 開の様相 をも論究す るものであ る。

1身 体の形象と歌のことば

1は 、対人認知 において最 も身近 な対象 とな る身体 の形象 をめ ぐることばが、万葉集の人々 によって、

歌 の ことぼ として いか ように把捉 され、提示 ・表現 されてあ るかを、抽 出 した四種の歌の こ とばの、 そ

れぞれの用例検討 を踏 まえて考察 する もので ある。 なお、論述 に当たっては、抽出 した歌の ことばそれ

ぞれを1項 、2項 と 「項」に よって区分す る。

1項 「すが た(姿)」 と2項 「お も(面)」 は、 ともに視認で きる身体形象 を把捉 ・提示 した歌の こと

ば、3項 「ゑみ(咲)」 は2項 「お も(面)」 に浮かぶ顔面表情、4項 「かみ(髪)」 は身体 の一部 として

の頭髪 ・髪 を把捉 ・提 示 した歌 の ことばで あ り、 それぞれが万葉集 にあって、いかな る歌の ことば とし

て表現 されて あるか を、その用例歌 に即 して明 らか にす る。

1「 すがた(姿)」

本項で は、万葉集 の 「すが た」 につ いて、 それ らが万葉集後末期 の作者未詳の人々に愛用 された歌 の

ことば として あ り、特 定の関係 を持 った者同士問の、相 聞、恋 の歌 における相手、対者 の身体 ・姿態 の

象徴 的指標 として歌われてある ことを明 らか にす る。

「すが た」 は、視認で き る身体 ・姿態 の形 象把捉の ことばで あ るが、万葉集 の歌 の こ とば 「すがた」

は、 その殆 どがい ま現前 しない相手、対者 の身体形象把捉 の際 の用例 となってあ る。万葉集後末期の相

聞の仔情 にあって は、 「すが た」 は、 それを取 り上げ歌 う人々 に とって は、見、捉 え ることが思慕 ・希求

され る相手、対者の象徴 的指標 として取 り上 げられ歌 われ る歌 の ことばであ った。

用例歌 について見 るとき、万葉集 の 「すがた」は、「君がすがた」、「妹 がすがた」を基本的語構成 とし

てあ る。 とりわけ、用例 が集 中 してある巻十一 ・巻 十二の作者未詳 の相聞両巻 にあって は、「君」、「妹」そ

れぞれの 「すがた」が修飾語句 を伴 って捉 え られ、かつて逢瀬の際 に視 認 され、記憶 に とどめられた相

手、対者 の身体 ・姿態が、具体的で鮮明なイメージで提示 され る例 が多い。 「すがた」 は、非現前の恋い

慕わ しい相 手、対者 を呼 び起 こす時 に多用 された、相聞仔情の新たな歌の こ とば として流布 されてあ っ

た こ とを検証 で きる。

万葉集 の 「すがた」 は、万葉集 の 「み(身)」 や、記 ・紀の 「形姿」・「容貌」等 と異 な り、 自身の もの

でな く相 手、対者 の身体 ・姿態 を、 しか も単 に客観 的で外形的 な様 相ではな く、相手、対者 との逢瀬 の

思い出の残 る具体 的形象 ない しは印象把捉 の歌 の ことば として ある。万葉集 の身体 ・姿態の形 象を捉 え

た 「すがた」は、非現前の相 手、対者 との さらなる逢瀬 を願い求め、 自己の相聞、恋の心情表現 を託 す

るに叶った、万葉集後半期の歌の ことぼ としてあった こ とを明 らかにで きる。

2「 お も(面)」

万葉集 の 「お も」 は字音例 以外 はすべて 「面」 と表記 され、万葉集 の作歌時期 区分か らは第III期、 す

なわち平城京遷都以降 の詠歌中の相 聞、恋 の歌 に頻出す る用例 としてあ る。本項で は、身体形象 の一部

であ る顔 ・顔面 を把捉 し提示 した歌 の ことば 「お も」が、万葉集 の人 々によって いかな る思い、 こころ

が託 され歌 われてあるか を明 らかにす る。

万葉集 の 「お も」 は、基本 的には視認で きる相手の具体 的な顔 ・顔面の形象 としてあ りなが ら、現実
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にはいま視認不可能な相手 の、 内面心情が外部に現れ 出た明確な形象 として把捉 ・提示 された歌の こと

ばとして ある。 「面 」・「面輪」等 の語構成 を とる 「お も」 は、殆 どが非現前の相手 の顔 ・顔 面の全体 的な

形象 を把捉 し、その 「お も」 を見、捉 えることが希求 され願われ る際の歌 の ことば として ある。一方、

「おも」のなかで語構成別で最多の 「面影」 は、 「面」・「面輪」等 と同様 に非現前の相手、対者 の顔 ・顔

面把捉 を基底 に据 えつつ、 その人の全体的な形象 ・印象把捉へ と広が る様相 を見せ、 しか もその 「面影 」

は、 目前 にあ るかの如 くあ りあ りと視 認で きるもの として歌われてあ る。

多岐 に亘 る複合語 を構成 する万葉集 の 「お も」で はあるが、歌の ことば 「お も」 の基層の枠組 み とし

ては、最 も目に付 きや すい身体形象の一部 として、 内面心情が外 に、表面 に現れ 出、 はっき りとその表

情 を視認で きる顔 ・顔面 の形象であ り、相 聞、恋 の世界 にあって は、恋す る相手、対者 を希求 ・恋慕 す

る際の明瞭で具体 的な指標 として あった。その 「お も」が 「影」 と結合 した 「面影」は、 「お も」の基層

の枠組みを母体 として、固定化 された複合語 として新た に して独 自な歌の ことば 「面影」の世界 を形成

す るもので、そ こに、万葉集 にお ける歌 の ことば 「お も」の展開の様相 を見 ることがで きるものであった。

3「 ゑみ(咲)」

万葉集 には歌の こ とば 「わ らひ」は無 く、「ゑみ」のみが歌 われ てある。字音例 以外 すべ てが 「咲」で

表記 された 「ゑみ」 は、顔面表情 を把捉 ・提示 した歌の こ とばであ り、 多 くが万葉集後 半期 に用 い られ、

二十 七例 中十一例が大伴 家持の用例で あ る。本項で は、 「ゑみ」 の、呪 的行為 として ある記 ・紀 の 「ワラ

ヒ」 や、万葉集 の啖笑歌 との違 いを明 らかにす ることで、万葉集 の歌 の ことば 「ゑみ」の特性 を解 明す

る。考 察 にお いては家持 と家 持以外 の 「ゑ み」 を区分 し、それ ぞれ の表現 内容 の異同及 び家 持固有 の

「ゑみ」 の特長 をも解明す る。

家持 以外 の用例か らは、 「ゑみ」 が非現前 の相手 を連想 ・思慕 す る際の具体的で鮮明な顔面表情 として

あ り、「ゑみ」が内面心情 の発現 として恋す る者 同士 のなかで のみ、あるいは特定の関係 を持 った者 同士

間でのみ了解 され得 る顔 面表情 であった ことを明 らかにで きる。 その 「ゑみ」 には、花 の開花 と女性の

顔面表情 とが連絡 された ものが あ り、万葉集 の 「咲」表 記 と女性 の 「ゑみ」 との美的な連合把捉が検証

できる。

大伴家持の 「ゑみ」は越 中時代詠 に集申 してあ るが、 多 くが先行 してあった:「ゑみ」 の把捉 ・提示 と

同質 な もので ある。ただ し、家持 の 「ゑみ」の特 長 として、山上憶 良歌か らの影響 か と考 え られ る、移

ろい、常の無 さ と連絡 した把捉 ・提示が ある。 さらには、官能 的要素が色濃 く現 れ出て把捉 ・提示 され

た女性 の 「ゑみ」 が ある。

万葉集の顔面表情 を把捉 ・提示 した歌の こ とば 「ゑみ」は、記 ・紀 の 「ワラビ」 や万葉集 の暇笑歌 に

おける呪性 や譜誰性 を有 す る把捉 ・提示 とは異な り、相 聞の歌 に顕著で あるが、顔面 に具体的 に現れ出

る親愛 に満 ちた声の無 い表情 の把捉 ・提示で あ り、その禁忌性 を持 った 「ゑみ」は、特定 の人間関係の

なかでのみ了解可能 な表情 として、思慕 ・希求の心情 を歌 い込 める ことがで きるもの として あった。

4「 かみ(髪)」

本項で は、身体形象 の一つで ある頭髪 ・髪 を取 り上 げ歌 った万葉集の歌の ことば 「かみ」 について、

語構 成及 び表現 内容 よ り 「髪」、 「黒髪」、 「黒髪 ・白髪」、 「白髪」 の四区分 をを設定 す ることで、 それが

生 きゆ く時間、人生 の展開 の相 と関連づ けられた身体形象 の把捉 ・提示であ ることを明 らか にす る・

単独の歌 の ことば 「髪」 は、当時の若い女性 の髪型呼称 を伴 った ものが多 く、男性 との明確 な婚姻 関

係 を結ぶ以前の、 童女 ・少女か ら大人の女性 への移行期 にある女性 を象徴 的に把捉 ・提示 した ものであっ
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た。 「ぬばた まの」 に連接 された 「黒髪」 はすべて女性 の 「黒髪」で、 それ は孤 閨の女性 の夫 ・男 を待つ

切 な く官能的 な姿態の象徴 的形象 として あ り、単独 の 「髪」が示 す童女 ・少女の時期 を過 ぎ成熟 した女

性 の生 きゆ く時間の相 をあ らわす もので あった。 「黒髪」 と 「白髪」 とが共存 す る表現内容で ある 「黒

髪 ・白髪」 は、男女の差異 を不問 とす るもので、基本 的な枠組み として、視 覚に よって明確 に把捉 され

る人生 の老 いゆ く生 のあ りよ うを表現 してあ った。 なお、 「黒髪 ・白髪」 に は、 「黒髪 」 と自然現象 の

「霜」・「露」の 白さとが対照 されて ある場合 があ り、老 いの嘆 き とは異質な人生 の時 間の長 さが 「かみ」

の提示 によ り歌 われてある。単独の 「白髪」 は、男性 にの み認 め られ るが、それは老 いを、人生の終極

を象徴 す る明確 な指標 として あるこ とが検証 され る。

四区分 に従 って万葉集 の 「か み」の把捉様相及 び展開 を見 る とき、頭髪 ・髪の形象 を把捉 ・提示 した

歌の こ とば 「かみ」は、単 なる頭髪 ・髪の形象指示 としてで はな く、女性の 「髪」 か ら 「黒髪」への移

行、 「黒髪」か ら 「黒髪 ・白髪」への老い、 「白髪」へ と移 ろって ゆ く老いの終極 を と、万葉集の人々の

人生の生 きゆ く時 間、人生の展 開の相 を、象徴 的に表現す る身体形象 として捉 え られて あった こ とが論

証で きる。

II思 慕 ・賞美の情 と歌の ことば

IIは 、その対象 が何で あれ、万葉集 の人 々の、 内面 に湧 き上が るその対象 への思慕 ない しは賞美の情

を把 捉 ・提示 した歌 の ことばについての論究 である。

1項 「「ふ りに しさ と」・「ふ るさと」」 と2項 「みや こ」 は、万葉集 の人 々の天皇 の居処及び居住地 の

認識 や、中央 と地方 ない しは都鄙 の意識 に係 る歌の ことば として連絡 し、歌 の ことぼ 「しのふ」の論 と

して同一 な3及 び4項 は、3項 が万葉集全体 の概 観で あ り、4項 はその 「しのふ」 の大伴 家持の固有性

の考察 である。5及 び6項 は、万葉集 に多 出す る歌の こ とば 「妻」についての論で あ り、5項 が 「妻 問」

に焦 点化 した もの、6項 が鳥獣描写 における 「妻」 に視 点 を定 めた もので ある。

1「 ふ りに しさ と」・「ふ るさ と」

本項 では、 「ふ るさ と」が歌 の ことぼの始原 として万葉集 にあっていかにあ るか を、 「ふ るさ と」 と密

接 に連絡 する 「ふ りに しさ と」 とともに考察 し、 それ らが遷都 に関わ る特定 の地への思慕 ・賞美 の心情

を歌 い込 めた歌の こ とばであ ることを解明す る。解明 に当たっては、 「ふ りに しさと」・「ふ るさ と」と関

連 する題詞 ・左注等 にお ける 「故郷」等 の漢語の提示 について も論及 す る。

「ふ りに しさ と」は、平城京遷都 以降の詠歌 において歌われていて、い まは荒れ、さびれて しまった地

を指 す歌の こ とば としてあ り、具体的 には遷都 によって旧都 ・古都 となった地、 とりわけ飛鳥 を対象 と

して ある。遷都 によって失 われ、遠の いて しまった 「ふ る(経 ・古)」 の地への思い を込 めた 「ふ りに し

さと」で ある。題詞 ・左 注の 「故郷」等 の指示対象地 も、聖武天皇代 の遷都時の故都平城 京 もあ るが、

殆 どが遷都 によって 旧都 ・古都 となった飛鳥 を指 してあ る。 「ふ るさと」 も平城京遷 都以降の詠歌 中に現

れ、 その指 定 され る地 は飛鳥 に集 中 して ある。ただ し、 「ふ るさ と」 には 「ふ りに しさ と」 と違 い、 旧

都 ・古都故 の荒廃 や、 さびれへ の嘆 きで はな く、慕わ しさの伴 う懐か しさを呼び覚 ます地 として の思 い

が込 め られて ある特長 を見 出す ことがで きる。

「ふ りに しさ と」 と 「ふ るさと」 は
、 ともに平城京遷都 以降の万葉集 の人 々に とって は、遷 都故 に旧

都 ・古都 となった飛鳥を指 す歌 のこ とば としてあった。 ただ し、歌の こ とば 「ふ るさと」 は、単 なる旧

都 ・古都指示の歌の ことばで はな く、生 まれ育った地 ない しは父祖伝来の地 への愛着 の情 を、懐か しく
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も思い起 こされ る思慕 の情 を託 された歌 の ことば として把捉 ・提 示 され るもので あった。 「ふ る+さ と」

か ら成 り、当初 は旧都 ・古都 を指示す る歌の ことばで あった万葉集 の複合語 「ふ るさ と」 は、 「ふ りに し

さ と」 と異な り、次第 に過 ぎ去った時空間への思慕 ・賞美の仔情 を把捉 ・提示 する歌 のこ とぼ とな り、

その歌の ことばに込 め られた心情 は現在 の 「ふ るさ と」 にまで及 んでい ると押 さえるこ とがで きる。

2「 みや こ」

前項1「 「ふ りに しさ と」・「ふ るさ と」」が、遷都 に絡む 旧都 ・古都 を対象 とする歌 のこ とばであ ると

き、天皇の居所、皇居で ある 「みや こ」 は万葉集 にあっていか に把捉 ・提示 され る歌 のこ とばであ るか

を本項 では考究 する。考究 に当た っては、歌 の ことば 「みや こ」 を取 り上げ歌 った歌 を 「みや こ」歌 と

して論述 す る。

万葉集 の 「みや こ」歌 は、官人 を主 としてすべてが 「みや こ」 とともにあ る者 によって歌われた もの

で ある。 「みや こ」歌 は、藤原京 ・平城京 以前 の歴代遷居の時代 にお ける、天皇 そのものの存在 に関わ る

把捉 ・提示 と、藤原京以後 、 とりわ け平城京遷都以降 の都市空間 としての 「みや こ」観念成 立 に基 づ く

それ とに大 き くは区分す るこ とがで きる。歴代遷居の時代の 「みや こ」歌 は、作者が その地 にあって天

皇 その ものを讃仰す る思い を込め るものであったのに対 して、「あをによ し奈良のみや こ」と歌われ る平

城京遷都 以降 の 「みや こ」歌は、多 くが平城京 を遠 く離れた地 にあって、 「みや こ」平城京 を思慕 し賞美

す る心情 を歌 い込 めるものであった。

「みや こ」平城京 を思慕 す る歌 は、大宰府の官人、遣新羅使人 の一行、越 中時代 の大伴家持の詠歌 に代

表 され るが、い ま官命 に よ り平城京か ら離れた遠 い地 にあって、自身の本来 の生活 の場た る平城京 を 「み

や こ」 として賛美 ・思慕す るものであった。 い まここに無い都市空間 としての 「みや こ」への思慕 の好

情 として押 さえ られ る。 また、平城京 以降の 「みや こ」歌 には、久魎京 時代で の廃都平城京 に立ち戻 っ

た際の 「みや こ」 を思慕す る歌 もあ る。 ここにいま無 い 「みや こ」思慕 であ る。

平城京遷都以降 に急増す る 「みや こ」歌 は、歌 のこ とば 「みや こ」が都市空間 としての把捉内容 を持

ち、その非現前 の対象が思念 ・想像 のなかで慕 わ しく彩 られ、思慕 ・賞美 の情 を盛 り込 まれて歌われ る

ものであった。

3「 しのふ」

本項 は、忍耐す る ・隠す意の 「しのぶ」 と異 なる思慕 ・賞美の意を示 す 「しのふ」が、万葉集 の歌の

こ とば として いか なる心情 表現 の把捉 ・提示 として あるか を明 らか にし、併せ てその義の思慕 と賞美 と
くにしのひ

の差異 につ いて、 さらには記 ・紀 の 「思 国歌」 にも関連す る 「しのふ」 の語義 に も論及す る。

慣用旬 として頻出す る 「見つつ しのふ」は、 「しのふ」対象が外界 の事物 の際が賞美の意 に、人事 の場

合が思慕 の意 に分 けられ るこ とを示 すが、用例 に即 して見 る とき、外界 の事物へ の 「しのふ」 よ り人事

を対象 とする場合が遙か に多い もの となってい る。 さ らには、賞美の意 の 「しのふ」 にあって も目前の

対象 ・事物 に向か う例 は極 めて少 な く、 む しろ時空間 を超 えた想像 ・思念 のなかで対象 と関わ り合 って

把捉 されてある。 この実態 は、万 葉集 の 「しのふ」が、内面心情 発現 の歌 の ことば として、賞美か思慕

かに明確 に弁別す るこ とな く、両者 が交錯 し混融 した心情 を表現す るもの としてあるこ とを明 らかに し

てい る。 この ことは、記 ・紀の 「思国歌」 に関連 して、 「しのふ」の意が賞美か ら思慕へ と展 開 した とす

る従来 の解 は、万葉集の 「しのふ」を見 る限 り明確化で きない こ とを示 す もので ある。

万葉集 の 「しのふ」 は、 「見つつ しのふ」 に顕著だが、 目前 に無 き人・相手 を対象 とし、 目前の何 らか

の契機 ・機縁 に触れて湧 き起 こる心情 を把捉 した歌の こ とばで、非現前 の対象へ近づ き向かお う とす る、
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賞美の意 を含 み持 った思慕 ・恋慕 の内面心情が把捉 ・提示 された歌の ことば として ある。 しか も 「しの

ふ」 は、思慕 ・恋慕す る対象に激 し く訴 える外 向的 なものでな く、心中深 くに向か うもの として求心性

が認 め られ る心情 をあ らわす歌 の ことばで あった と見 るこ とがで きる。

4家 持 の 「しのふ」

本項 は、前項3で 明 らか にした万葉集 の思慕 ・賞美の情 をあらわす 「しのふ」 を、歌人別で最 も多 く

用 いてあ る大伴家持の用例 に限定 し、そ こに析 出され る歌 の ことば 「しのふ」の家持的特性 を解明す る。

家持 の 「しのふ」二十三例 中十七例 は、越 中時代詠 として ある。それ ら 「しのふ」 は、前項3で 見 た

対象区分 と同 じ く、人を対象 とす るもの、外界の事物 を対 象 とす るもの とに分 け られ るが、万葉集全体

の傾向 と異な り、人 を対 象 とした 「しのふ」 は極 めて少な く、 さらには外界の事物 として、草花 な どの

場合の他 に、「ほ ととぎす」を主 とす る鳥 に関わ るものが多 い。外界の事物 として家持が 「しのふ」対象

とした のは、越 中の二上山、布勢水海 の自然景観で あ り、そ こで 「しのふ」 は、 目前の景 観にのみ限定

されず、思念 し想像 され る時空 の枠組 みのなかで賞美の心情 が託 されてあ る。視覚 と想念 とが交錯 した

家持独 自の 「しのふ」 と押 さえる ことがで きる。一方外界 の鳥、 と りわけ 「ほ ととぎす」を対象 とした

「しのふ」 は、家持の 「ほ ととぎす」詠歌中、越 中時代 にのみ偏在 す るもので、 それ は非現前の 「ほ と

とぎす」の鳴 き声への心情提示 として あ り、単 に賞美す る意にのみ限定 され得 ない、人 を対象 とした場

合の思慕 ・恋慕 の心情 を も含み持 った もの としてあ る。擬人化 され た 「ほ ととぎす」のいまだ届か ない

鳴 き声への 「しのふ」で あ り、聴覚 と思念 とが交錯 した家持独 自の 「しのふ」 としてあ る。

越 中時代詠 に偏在 的 ともいえる家持の 「しのふ」 は、先行 する万葉集 の 「しのふ」の基層 の枠組 みを

基底 に据 えなが らも、異風土 との触れ あいを通 して、 そのは じめて接す る景観や都 と異な る時期 に鳴 く

「ほ ととぎす」を対象 として、事物 に寄せ る賞美の情 のみでな く、思慕 ・恋慕の情 がない交ぜ になった

家持独 自の歌の ことぼ 「しのふ」 を展 開 してあ る。

5「 妻問」

本項 は、万葉集 の 「妻」の複 合語のなかか ら、従来 当時 の婚姻形態 を示す もの と考 え られてい る 「妻

問」のみに限定 し、 それが歌の こ とば としていか よ うに把捉 ・提示 されてあ るのか を明 らか に し、 そこ

か ら導 き出され る歌 の ことば 「妻問」 と 「妻 問婚」 との関係 につ いて も考察 す る。

万葉集 の 「妻 問」 は、用例 歌の分類 ・作歌 内容 に照 らして見 る とき、現実 の恋 の世界で の用例 、伝諦

された処女 の死 を悼 んだ挽歌、七夕歌 、鳥獣 の描写 といった特定の四区分に偏在 し、殆 どが万葉集の第

III期以降に用 い られて ある実態 を示 してあ る。 しか も、 「妻問」 は相聞、恋の歌 に少 な く、雑歌 ・挽歌に

用 い られてあ る例 が多 い。用例 のなかで現実 の恋 の世界で の 「妻問」 は極 めて少 な く、 その義 ・内容 は、

「とふ(問)」 の解釈 に よって、求婚か、妻 の もとに通 うか を明確化で きない歌の ことば として ある と考

えられ る。伝調 の処女の挽歌において 「妻問」 は、共寝 を含意 した歌 の ことば として あるが、それは現

実の婚姻 に絡 む もの として はない。七 夕歌 の 「妻問」 は、相会か ら共寝 へ と進展す る天空の婚姻 を想像

裡に表現 す るに用 い られた歌の ことぼ として ある。鳥獣描写 にお ける 「妻 問」 は、非人格の対象 であ る

鳥獣 雌雄 の様態や その鳴 き声を擬人 的に把捉 した ものであ る。

ここか らは、万葉集の歌の ことば 「妻 問」 は、現実の男女間の婚姻形 態を把捉 ・提示す るものではな

く、あ るいは想像裡 の、追悼 の、鳥獣描写 における歌の こ とぼ としてあ り、婚姻 をめ ぐる多様 な意味付

与が可能 で、当時 の複雑で微妙 な婚姻 内容 を概括的 ・包括的ない しは象徴 的に把捉 ・提示す る文 芸性 に

富んだ歌の ことぼで あった こ とが考 え られ る。万葉集の 「妻問」は、「妻 問婚」 との関与 は薄 く、万葉集
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第HI期 に至ってか らの、婚姻 をめ ぐる詠 歌におけ る新 たな趣 向を提示 ・表現 す るに用 い られた歌の こと

ば としてあった と位置づ けるこ とがで きる。

6鳥 獣 と 「妻」

本項では、万葉集 における鳥獣 を取 り上げ歌 った歌 に用 い られた 「妻」に焦点を絞 り、鳥獣詠 歌 にお

ける 「妻」 が、擬i人化 による鳥獣把捉 の発想 ・趣 向に基づ いた歌の こ とば として、万葉集 に定着 されて

あるこ とを明 らかにする。

非人格 の鳥獣雌雄 の一方 を 「妻」 として捉 え歌 う発想 は、万葉集 には じめて開花 するもので、 それは

第III期以降に頻 出 し出す。鳥獣 雌雄 の一方を 「妻」 として歌 う歌 は、秋の景物、鹿 の鳴 き声や その姿態

の描 写を主 としたもの となってお り、多 くが雑歌 に分類 されてあ る。鳥獣描写 における 「妻」 は、万葉

集後 半期 に至 ってか らの、鳥獣 を季の景物 とし、 その雌雄 の一方 を夫婦間の 「妻」 に見立てた、擬人化

の新 たな趣 向によって支 え られた歌 の こ とば として定着 して ある。鳥獣描写 の歌 のこ とば 「妻」 は、万

葉集 の対 自然観 の新 たな展開 を示す ものであ る。

鳥獣描写 における 「妻」 は、 「妻 呼ぶ」、 「妻恋」、 「妻問ふ」の三つの表現類型 に分類で き、 「妻問ふ」

が前項5「 妻 問」 と関連 し、「妻恋」が同様 に男女問 の恋の連想 を際立たせ てあ るとき、用例 として最多

の 「妻 呼ぶ」 は、鳥獣の 「妻」把捉 ・提示 にあって 固有 に して独 自な特長 を示 して いる。 「妻呼ぶ」は、

雌雄 間で鳴き声 を上 げて相手 を求め合 う鳥獣 の姿 を、 「鳴 く」音響 としてではな く 「呼ぶ」 として、男女

間 ・夫婦間 での相手への働 きか けを底意 に据 えた美的 な趣向 ・発想を持つ歌 の ことば として ある。

万葉集後半期 の人々 は野外 に季節 ごとに鳴 く鳥獣 の把捉 ・表現 において、歌 の ことば 「妻」 を擬人的

に用 い ることで、季の景物表現 の新 たな趣 向、発想 を取 り入れ定着 させ てある ことは明 らかであ る。

皿 季節をめぐる歌のことば

IHは 、巻八 ・巻十両巻 の形成 に象微 され る明確化 されっつ ある万葉集 の季節認識、季節観 を基 底に据

えた歌 の ことば、春 ・夏 ・秋 ・冬の四季区分 を明示 した歌の こ とぼ、それぞれの季節 の景物認定 を明示

した歌 の ことばを、一括 して万葉集 の季節 をめ ぐる歌の こ とば として論究 する。

1項 「「あ らた しき」年の 「は じめ」の 「初春」」 は、大伴家持の万葉集最終歌 における年初 ・初春 の

歌の ことばの考察で あ り、2項 「鳴か ざ る春 の 「鶯」」 は、家持 によって歌 われた春の代 表的景物 「鶯」

を、3項 「「夏草」 と 「夏」」は、夏 を明確 に捉 えた歌の こ とぼを、4項 「秋風 と5項 「ひ ぐらし」 と

は秋 の季 をめ ぐる景物 を、6項 「春 に向か う 「冬」」 と7項 「家持の 「雪」」 は、冬 をめ ぐる歌の ことば

をそれぞれ考察す る もので あ り、1項 か ら7項 へ と、季節 をめ ぐる歌 の ことばを春か ら冬への季節の推

移 ・区分 に従 って考察す るものであ る。

1「 あ らた しき」年の 「はじめ」 の 「初春」

本項 は、万葉集最終歌 とされ る大伴家持 の巻二十末尾 に配 された、天平宝字三年正月一 日の因幡国庁

での詠歌 に焦点 を絞 り、 その詠歌 中に取 り上 げ られて ある 「あ らた し」・「はじめ」・「初春 」三種 の歌 の

こ とばにつ いて、 それ らの万葉集 にお ける把捉 ・提示の枠組みを確認 し、 そこか ら検証で きる家持 固有

の歌 の ことばへの思い と家持 の暦法 に基づ く詠歌発想 とを明 らかにする。

家持 の万葉集最終歌の作歌 日は、万葉集唯一 の正月一 日であ り、 しか もその 日は、暦 法上二十 四節気

の立春 と一年 の開始 を告 げる正 月一 日とが合致 した 日であった。最終歌 にお いて家持 は、その 日を 「あ
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らた しき年 のはじめの初春 の今 日」として提示 し歌 った。 そこに取 り上げ られた 「あ らた し」・「は じめ」・

「初春」 は、すべて物事 ・季節等 の初発 ・開始 ・始動 を指 し示 す万葉集 の歌の こ とばであ り、訓読語 の

「初春」 を含 めそれ らの多 くは平城京遷都以降の万葉集後半期 に用 い られ、 とりわ け家持 に用例が多 い

ことが検証 され る。 ここか らは、万葉集後半期 の人々の物事 ・季節等の その年初 の到来 に対 す る美的愛

着 の風が確認 され、 とりわけ家持 にあっての暦 法 と関わ る初発 ・開始 ・始動 に寄せ る執着 の心情 を明 ら

か にで きる。 しか も、最終歌 の作歌 日正月一 日は暦法 上特有 ないち 日で あって、家持 に とってその 日の

提示 ・表現 は、 「あらた し」・「は じめ」・「初春 」 と同質 な歌 の ことばを重ね、晴れが まし くも下僚 らに披

露 すべ き もので あった ことが考 え られ る。

万葉集最終歌 は、暦法意識 に強 い執 着 を示す家持 に よって、初発 ・開始 ・始 動に係 る歌 の ことばが重

ね られ荘重 に歌われた独特 な一首で あった ことは明 らかであ る。

2鳴 か ざる春 の 「鶯」

本項で は、鳥 「鶯」 を歌人別で最 も多 く取 り上 げ歌 ってい る大伴家持 に着 目し、春 の季節 をあ らわす

歌の こ とば 「鶯」を、家持が いか ように把捉 し提示 ・表現 して あるのか を、家 持の三期 に分 け られ る作

歌時期 区分 に従 って論究す る。

家持の 「鶯」 ほ、万葉集 の 「鶯」詠歌 にあって類型性 を持つ 「鶯鳴 くも」の提示 ・表現 に拠 った初作

歌か ら見 えるが、家持 の作歌時期区分 か らは第II期 の越 中赴任以後 に多い。それ らは、越 中での病 臥の

際 に大伴 池主 と贈答応酬 した詠歌中に明確化 され てあ る如 く、すべてが暦 法に照 らした春の季節 に来鳴

く鳥 として把捉 され歌 われ てある。 しか もその殆 どは、現実 にはその姿や鳴 き声が捉 え られ ない状況 に

あ って取 り上 げ歌 われた 「鶯」で あ り、想像裡 に、怨念 とい った思念の中 に、 あ るいはその残響 に思い

を巡 らした状 況下で把捉 ・提示 された ものであ る。す なわ ち、鳴か ざる春 の 「鶯」 の表現で ある。 ここ

か らは、家持 に とって 「鶯」 とは、現実体験 に基づ く実景描写の春の景物 としてではな く、想像裡 のな

か に浮 かび、思念 のなか に思い描 かれ る非現前 の対象で あ り、歌の中でのみ提示 され顕在化 され る鳥で

あ った と押 さえ られ る。家持 に とって鳴かざ る春 の 「鶯」 を取 り上 げ歌った歌 とは、春 の季節 を際立た

せて鳴 く鳥 「鶯」へ の愛着 ・思慕 の情 を表現 する もので あった。すなわち、家持 に とっての 「鶯」 とは、

現実 の来鳴 き との直接 的関与 とは別 に、暦 ・季節 に照 ら して把捉 され る春 の鳥 として、その春 の象徴 的景

物 として歌 うべ き対象 として、把捉 ・提示 され る歌の ことばで あった と押 さえることがで きるものである。

3「 夏草」 と 「夏」

万葉集 に、春 ・夏 ・秋 ・冬の季 を明示 した歌 の ことば 「春」・「夏」・「秋」・「冬」が ある。本項で は、

巻十 の季節分類上他季 と異な る唯一・の季、夏 を明示 した歌の こ とば 「夏 」に焦点 を当て、 その歌の こと

ば 「夏」及 び複合語 「夏草」の用例 か ら、万葉集 の人々の夏の季節把捉 ・認識 の基本的枠組 み とその展

開の様相 を明 らか にす る。

「夏」の語構成別用例数:で最多 は 「夏草」である。季節 「夏」を明示 し 「草」 と結合 された複合語 「夏

草」は、夏 の季 を、視認 し実感で きる具体 的な草木類 ・植物群の繁茂 のイメージで把捉 した歌の こ とば

としてあ る。 その 「夏草」の基本 的枠組 みは、柿本人麻 呂に独 自な枕詞 「夏草 の」 において も同質 であ

る。 この繁茂 の 「夏草」は また、万葉集 の人々 に とって は逢瀬 の場 と連絡 して把捉 ・提示 され るもので

あ る。 すなわち、繁茂のイメージで把捉 されて ある 「夏草」 は、具体 的な景観観察 に基づいた、万 葉集

の夏の季 をあ らわす象徴的な歌 の ことば として あった こ とを確認 で きる。

「夏草」に対 して、単独 の歌の こ とば 「夏」は大伴家持 を主に万葉集後半期 に多 く用 いられてあ る。r夏 」
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は、「夏草」に確認 でき る季 の具体 的景象把捉 としてで はな く、暦法 に照 らして認識 され る四季のなかの

一 っの区分 として、観念 的、概括的 に把捉 され提示 され る歌の こ とぼ としてあ る。

万葉集の歌の こ とば 「夏」 をめ ぐって は、柿本人麻 呂に代表 され る 「夏草」 と、大伴 家持の用例 に象

徴 的な 「夏」 とに分 けて押 さえる ことがで き、 そこに歌 の ことば 「夏草」か ら 「夏」への移行 と、 それ

に連動 する夏の季節認識 の万葉集 内部での展 開の様相 を見 ることがで きる。

4「 秋風」

「秋風」五十五例 は、万葉集 において 「夏風」・「冬風」が無 く 「春風」二例のみのなかで、季 を明示 し

た ことば 「秋」 と自然現象 の 「風」 とが固 く結合 した歌 の ことば として独 自な集団 を形成 して ある。本

項で はその 「秋風」が、万葉集 の人々の秋 に寄せ たいか な る心情 を把捉 し提示 した歌 の ことば としてあ

るのか を論究す る。

「風」が万葉集 の四期 区分 に関わ りな く用 い られてあるに対 し、第III期以降に多 出する 「秋風」は、万

葉集後半期 に愛用 された歌 の ことぼで あ り、元来漢語 の訓読語 としてあ った ことが認 め られ る。 「秋風 」

は巻八 ・巻十の季節別分類両巻 の秋の季 に多量 に収 め られ、秋の季 を明瞭にあ らわす歌の こ とば として

認識 されてあ り、基本 的に夏か ら秋の季節の移 ろいに基づ き、涼気 ・寒気 を運ぶ風 として ある。 「秋風」

は、秋 を体感で きる景物 として把捉 された歌の ことばであ り、草花の落花 や草木 の色づ き、鳴 きわた る

雁 な どといった他 の景物 と組 み合 わされ、構 図化 されて、秋 の美的情趣 を際立たせ る際の必須の歌の こ

とばで あった。その 「秋風」 は、人事 と連絡 し恋慕 ・思慕 の心情が嵌 め込 まれた歌 の ことばで もあ り、

七夕歌 にお ける 「秋風」 は現実 に体感で きる風ではないが、秋の節 日におけ る想像裡 に捉 え られ る相 聞

の色合 いが濃 い歌の ことばで もある。

万葉集の 「秋風」 には、七夕で の把捉 を含 め中国詩文か らの影響の跡 を認 め られ るが、 中国詩文での

揺落悲秋の観念 を基盤 とした ものは稀で、基本 の枠組 み として秋 の美的景観 を際立 たせ る歌の こ とば と

して あ り、万葉集 の後半期 の人々 に最 も多用 された秋 の季節 を象徴す る歌の ことばで あった。

5「 ひ ぐらし」

万葉集 には、「蝉」一例 の他 に 「ひ ぐらし」 と訓 まれ る九例 の、併せて十例 を数 えるほぼ同一の昆虫セ

ミを取 り上 げ歌った歌が あ る。本項 は、 それ ら十例 を 「ひ ぐらし」の歌 と一括 して、 その 「ひ ぐらし」

の歌 に歌われた 「ひ ぐらし」が、季節の景物 を捉 えた歌の ことば として いか ように表現 されてあ るのか

を考 察 し、 さ らには万葉集 の 「ひ ぐら し」 の後代 にお ける展開 の姿 として、古今集 にお け る 「ひ ぐら

し」・「蝉」把捉 について も明 らか にす る。

「ひ ぐらし」の 「日晩」表記、 さらには大伴家持詠歌の題詞 「晩蝉」を考察す るとき、万葉集 の 「ひ ぐ

らし」 とは、万葉集 の人々が 日暮れ、夕方に鳴 くセ ミの声 に耳 を傾 け、そのセ ミの鳴 く時間帯 に着 目し

て呼称 された歌の こ とばである ことを確認で きる。万葉集 の 「ひ ぐらし」の用例 は万葉集後末期 に集 中

し、家持の一例 以外は巻八 ・巻十 の季節別分類両巻 と巻十五 の遣新羅使 人一行 の詠歌 とに偏在 してあ る・

季節別分類両巻 において 「ひ ぐらし」 は、夏 ・秋両季 に亘 り、遣新羅使人一行 の詠歌 中で は、すべて秋

の季の景物 として歌 われ てある。 ここか らは、万葉集 の分類 において は、「ひ ぐら し」の季の認定 は秋 を

優位 とす るが、い まだ明確化 されて はいない こ とが分 か る。 その 「ひ ぐらし」 は、夏か ら秋 に及 ぶ単な

る外界の把捉対象 景物 としてで はな く、 日暮 れ、夕方に鳴 くその鳴 き声 を聞 く者 の、 内に抱 える恋情や

鶴屈、 さらに は望郷 の念等 の晴れや らぬ心情 が付与、重ね合 わせ られた景物 として あ り、景 と情 とが融

合 した歌の こ とば と して押 さえるこ とがで きる。
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古今集 に至 る と 「ひ ぐらし」は秋の季の景物 として明確化 し、一方 「蝉」は夏の景物 として認 識 され、

しか も 「蝉」の 「羽」把捉や はか なさ提示 な ど、万葉集 と異な り中国詩文の影響 を色濃 く映 し出す もの

となって ある。そ こに、万葉集か ら古今集 へ と展 開 してゆ く歌 の ことば 「ひ ぐらし」のあ りようを見定

める ことがで きる。

6春 に向か う 「冬」

巻八 ・巻十の季節別分類両巻 にお いて冬の所収 歌数は四季 中最少 であ り、 また万葉集 にあって 「冬 」

は、万葉集の季を明示 した歌 の ことばのなかで最 も用例 が少ない もので ある。本項で は、万葉集の人 々

に とって冬認識 、冬の季節意識 とはいか な るもので あったか を、四季の なかで用例数 の最 も少ない 「冬」

の用例 考察 によって明 らか にす る。

歌の こ とば 「冬 」は、大 き くは 「冬 ごも り」 として 「春」 を導 く枕詞 中の提示、及び 「春 」 と組 み合

わ されて一首内に取 り上 げ られて ある場合 と、他 の季 を明示 した歌 の ことば と複 合語化 されてあ る場合

とに分 けられ る。後者 の、他 の季 を明示 した歌 の ことば と複合語化 され た 「春冬」・「夏 冬」な どの用例

は、具体 的景物 に拠 る個別の季節認識 を超 えた独 自な 「冬」で はあるが、万葉集の 「冬」 に拠 る冬把捉

の基層の枠組 みは、前者 の用例 に認 めるこ とがで きる。

枕詞 「冬 ごも り」 には 「冬木成」 と 「冬隠」 二種 の表記が あ り、 「冬木成」 には木々の葉が枯 れ落 ち

た情景への着 目が、「冬隠」には冬が隠れ、去って しまう思 いが検証 される。 しか も両者 は ともに枕詞 と

して次 に続 く 「春」 を導 き出 して ある。一首 中で 「春」 と共存 ない し組 み合 わされ歌われてあ る 「冬」

もまた、冬か ら春 への移行 を主意 とす る把 捉 ・提示で あ り、万葉集 の歌 の ことば 「冬」の基本 的枠組 み

は、 「春 」を導 き出す歌 のこ とば としてあ るこ とが分か る。

万葉集 の季 を明示 した歌の こ とば 「冬 」は、枕詞 「冬 ごも り」に顕著 に、 「冬」が、次に続 く季節 「春」

への視 点を基底 に据 え、 その迎 える季を導 き出す際の木々 の枯れ落 ちた景観把捉を主 に した、過 ぎ去 り

行 く季節把捉 の歌 の ことば としてあ った ことが認 め られ る。歌 の ことば 「冬」の用例 か ら導 き出 される、

万葉集 の人々の春 に向か う 「冬」の発想、認識 であ る。

7家 持 の 「雪」

大伴家 持は、作歌 のスター トか ら万葉集 最終歌 まで二十七首 に及ぶ 「雪」の歌 を歌った歌人 であ り、

その 「雪」の詠歌数 は他 を遙か に抜いて最 多であ る。万葉集全体 の 「雪」の概 観を踏 まえ、家持 が、 自

然現象であ る雪 を歌 の ことば 「雪」として、いかに把捉 し表現 して あるのか を論究 す るのが本項 であ る。

万葉集 の 「雪 」は、 中国詩文の 「雪」表現 に何 ほ どか影響 を受 け、平城京遷都 以降に多量 に取 り上 げ

られた歌 の ことば としてある。家持 の 「雪」には、それ ら先行歌 に認 められ る 「雪 」把捉 に倣 った もの、

すなわち農耕 の瑞兆 としての 「雪」、他 の景物 と組 み合 わされて提示 され る冬か ら春 にかけて降 る美的景

物 としての 「雪」把捉が、越 中時代 以降の宴席 での詠歌 に見 る ことがで きる。それ らとは別 に、家持 の

「雪」把捉 ・表現 に固有 な もの として
、越 中の季節 に関 わ りな く降 り積 む立山の 「雪」、その雪解 け水 か

ら豊富 に流 れ出、水 を生 み出す もの となってあ る 「雪」 の把捉 ・提示 を指摘で きる。は じめての越 中の

異風土体験 に基 づ き、都平城京 には求め られない外界 の雄々 しい自然景観の中 に把捉 された 「雪」 であ

る。 さらに は、越 中以降において、屋内で雪を独 り眺め想 い、他 の景物 と意識的に組 み合 わせ た美 的構

図下の 「雪」把捉 があ る。 しか も、越 中以降の家持 の 「雪」 は、 その題詞等で 「雪」を明示 した場合 が

多 く、家持 に とって 「雪」 は、歌 に取 り上 げ歌 うべ き季節 の景物 として明確 に意識化 された もの として

ある。
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家持 は、異風土越 中体験 に よ り、歌 の ことば 「雪」 を多様 に把捉 ・提示 した、万葉集 を代表 す る 「雪」

の歌人で あった と認め ることがで きる。

IV「 ほととぎす」をめ ぐる歌 のことば

IVは 、万葉集の歌の こ とば 「ほ ととぎす」に焦点 を絞 って論究 す る。 「ほ ととぎす」は、万葉集 に初 出

し、 しか も動物 として最多の取 り上 げ となってお り、夏の季を代表 す る鳥 として把捉 されてあ る。歌人

別 では大伴家持 に用例 が最 も多 く、家持 と夏の鳥 「ほ ととぎす」 との関係 は着 目され る。 「審公鳥」の表

記 を とる万葉集の 「ほ ととぎす」にっいて は、その鳥 の分類学上の種別 に関す る研究 もあるが、IVで は、

「ほ ととぎす」 を万葉集 の人 々が夏 の季 を代表す る景物 として把捉 ・提示 した歌の ことば として押 さえ、

その歌の こ とぼ 「ほ ととぎす」が万葉集 において いか に把捉 されてあ り、最大歌数 を誇 る家持 にあって

「ほ ととぎす」 をめ ぐる歌 の ことばが、家持 の どのような 「ほ ととぎす」把捉 を示す もの としてあ るの

か を解明す る。

1項 「夏 の鳥 「ほ ととぎす」 と 「五月」」で は、万葉集 における 「ほ ととぎす」 と夏の季分類 について

総 括 し、2及 び3項 は、 「ほ と とぎす」 の 「声」把捉 として連 続 す るもので、2項 「「ほ ととぎす」 の

「声」」では藤原夫人作の万葉集最 古の 「ほ ととぎす」詠 を、3項 「万葉集 と古今集 の 「ほ ととぎす」の

「声」」で は、万葉集 と古今集 で の 「ほ ととぎす」 の 「声」把捉 ・表現 の異同を、それぞれ明 らか にす

る。4項 か ら7項 は、大伴家持 の 「ほ ととぎす」詠 に限定 し、万葉集最多 の 「ほ ととぎす」詠 歌人であ

る家持 において、 「ほ と とぎす」 をめ ぐる歌 の ことば及 び 「ほ ととぎす」 に係 る題詞 にっいて論究す る。

1夏 の鳥 「ほ ととぎす」 と 「五 月」

本項で は、わが国 にお ける 「ほ ととぎす」と夏の季の固い結合 が万葉集 において明確 化 された ことを、

しか もその夏 は一年十二 ヵ月の月名 中で は、 「ほ ととぎす」が来鳴 く 「五月」 として、「五月」 との連絡 ・

結合 によって把 捉 されてあ ることを明 らか にす る。

万葉集二十巻 のなかで巻八 ・巻十両巻 は、歌が春 ・夏 ・秋 ・冬 の季節 に拠 って分類 されてあ り、その

分類 に当た って はそれぞれの季 の景物 の認定が基準 とな ってあ るが、歌 の ことば 「ほ ととぎす」 は夏 の

季 にのみ、 しか も夏を代表 す る寡 占的景物 として ある。季節分類歌巻 における夏 の鳥 「ほ ととぎす」 の

明確 な把捉であ る。巻八 ・巻十で の 「ほ ととぎす」 を含め万葉集 の 「ほ ととぎす」詠作歌時期 は、その

殆 どが万葉集 第皿期 以降、 いわば天平期以降 に押 さえられ る。 この実態 を踏 まえ、巻十 にお ける夏の季

にのみ特有な柿本 人麻 呂歌集 の欠落、 さ らには巻八 ・巻 十両巻 の成立 時期等 を勘案す る とき、 「ほ ととぎ

す」 は、万葉集 の人々の四季 の観念が確立す る過程のなかで、歌が季節別 に明確 に分類 され る人麻 呂以

後、すなわ ち万葉集第III期以 降の新 たな動 き と連動 し、夏の季節分類 に必須 の鳥 として、夏の季 を代表

す る景物 として多量に取 り上 げ歌 われ た歌 の ことば としてあった ことが明 らかで ある。

歌 のこ とば 「ほ ととぎす」は、夏の暦 月 との関わ りで検証す る とき、 「五月」 との結合 が顕著 で、その

用例 は大伴家持 に最 多であ る。 「五 月」 は中国伝来の宮廷行事 としてあった端午の節 を迎 える月であ り、

「ほ ととぎす」 と 「五 月」 との連絡 ・結合 は、 「ほ ととぎす」が来 鳴 く夏 の月 と、端午の節 を迎 える月 と

が ともに重 な り合い、それが夏 の季 の風趣 を最 も明確 に把捉 し提示 す ることがで きるものであ つた。

2「 ほ ととぎす」の 「声」

万葉集最古の 「ほ ととぎす」詠 として、天武天皇の藤原夫人の一首が あ り、 そこでの 「ほ ととぎす」
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把捉 ・提示 は 「声」 に焦点が当て られてあ る。本項で は、藤原夫人の詠歌にみ られ る 「ほ ととぎす」の

「声」の把捉 ・提示 とはいかな る表現 であ り、 それが万葉集の 「ほ ととぎす」把捉 の方法 として どの よ

うな意義を持 っかを明 らか にす る。

万葉集 の 「声」把捉 は、人間以外の聴覚音声 ・音響把捉 に偏重 してあ り、 と りわけ鳥 「ほ ととぎす」

の 「声」が多い。万葉集 の 「声」 は、無機的 な 「お と」 と違 い、 また 「ね」の動作性描写 の要素 もな く、

鳥類 を主 とす る非人格 の音声現象 ・聴 覚印象 を基本 としつつ有情の人声 に擬せ られ た もの として ある。

その実態、 さらには記 ・紀 の歌謡 を含 めた万葉集 の時期 区分 にみ る 「ほ ととぎす」 の 「声」把捉の 中で、

藤原夫 人 の 「ほ ととぎす」 の 「声」 は、 は じめて の鳥の 「声」で あ り、 は じめての 「ほ ととぎす」の

「声 」把捉 と押 さえ られ る。 しか もその 「声」 は、 「五月の」 「玉 に」 「貫 く」 とい う独 自な発想 ・趣 向に

立つ もので、現実 には不可能な鳥の鳴 き声 を可視的形象 として転化 させて、 その鳴 き声 を愛好 ・賞美 し

ようとす るもので ある。 「鳴 く」 によって把捉 され る ことが多い鳥描写 とは異 な る、 「声」 に基づ く新た

な鳥 「ほ ととぎす」 の把捉 ・表現の趣 向であ る。 「ほ ととぎす」の 「声」把捉 、 しか も 「玉 に貫 く」 「声」

把捉 は、後 に大伴家持の 「ほ ととぎす」詠 において も用い られて あるが、中国古典詩 にお ける 「杜鵤」

描写 に も、古今集 に も求 め られない万葉集独 自の もので ある。

藤原夫人 の万葉集最古 の 「ほ ととぎす」詠 は、 「ほ ととぎす」 をめ ぐる歌 の ことぼ として、 「ほ ととぎ

す」の 「声」が取 り上 げ られた もので、わが 国和歌世界 において は外界の非 人格 の鳥 の独 自な把捉 ・表

現 として重要 な意義 を有す るものであった ことは明 らかで ある。

3万 葉集 と古今集 の 「ほ ととぎす」 の 「声」

前項 で考察 した藤原夫人の 「ほ ととぎす」詠 にお ける 「ほ ととぎす」の 「声」把捉 を踏 まえ、本項 で

は 「ほ ととぎす」 の 「声」の把 捉 ・提示 内容 を類別化 し、 それ に基づいて万葉集 と古今集 との異同 を明

らかに し、 「ほ ととぎす」 をめ ぐる歌 の ことば 「声」 の両歌集 にお ける展 開の流れ を検証す る。

万葉集 の 「ほ ととぎす」の 「声」は、その把捉 ・表現の質的異な りに着 目す るとき、大 き くは鳴 き声

把捉 を主 とした 「声」 と、鳴 き声を 「聞けば」型 の心情誘発の 「声」に分 けられ、前者 はさ らに前項 に

考察 した玉 に貫 く 「声」 と、待 たれ る 「声」、外延的音響 としての 「声」 に細分 され る。

一方古今集 の 「ほ ととぎす」 の 「声」 は、万葉集の 「ほ ととぎす」詠歌 における 「声」把捉に比べて

よ り高 い比率 を示す特長 があ る。それ ら古今集 の 「ほ ととぎす」の 「声」 を、万葉集での区分に従 って

類別 して み る とき、 ほぼ 同様 な区分 を明 らか にす るこ とがで きる。ただ し、鳴 き声 の把捉 を主 とした

「声」の細分 として万葉集 にあ った、「ほ ととぎす」の玉 に貫 く 「声」把捉 は皆無で あ り、前項で明 らか

に した藤原夫人 の詠歌 に見た 「声」把捉 が、万葉集 にのみ固有な ものであった ことが検証 され る。

次 に、両歌集 の 「ほ ととぎす」の 「声」把捉 の内実 に照 らし、 その史的展 開を見 る とき、万葉集 以後

の、と りわ け古今集前夜 ともい える時代 の歌合や、菅原道真 の 「新撰万葉集」の 「ほ ととぎす」詠 には、

中国古典詩 の 「杜鵤」・「子規」 の把捉 ・表現か らの影響が導 き出 され、 それ を背景 とした古今集独 自の

「ほ ととぎす」の 「声」描写 ・表現が認 め られ る。万葉集 に初 出す る 「ほ ととぎす」の 「声」は、万葉

集 以後、 中国詩 を受容す るこ とで、新 たな 「ほ ととぎす」の 「声」把捉 ・表現 を獲得 して古今集 へ と継

承 されてある ことがわか る。

4「 ほ ととぎす」詠歌 と題詞 「怨」・「恨」

万葉集最 多の 「ほ ととぎす」詠歌人大伴家持にあって、 「ほ ととぎす」を歌 に取 り上 げ歌 うことにはい

かな る意義 が認 め られ るか を、本項 では、家持 の 「ほ ととぎす」詠題詞 に特有 ともいえる 「怨」・「恨」
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提示の考察に よ り明 らか にす る。

家持の 「ほ ととぎす」詠題詞 には、 「ほ ととぎす(審 公鳥)」 を対象 とするこ とを明示 した場合 と、 し

ない場 合 とがあ る。 「ほ ととぎす」明示型 の題詞 は、 「聞」な どの聴覚 に係 る語の提 示を伴 った もので、

そ こに 「怨」・「恨」提示 が ある。 「怨」・「恨」 は、 中国古典詩 にあって はその用法 に明確 な違 いが ある

が、万葉集 にあっては両者の違い は顕著 ではな く、 その殆 どが、 人間関係での対象の欠落 ・喪失 を基底

に据 えた相 手への感情提示 を示す もの としてあ る。 なかで、家持 の非人格 の対象 である鳥 「ほ ととぎす」

に限定的な 「怨」・「恨」 は異色で ある。

家持の 「怨」・「恨」は、 「晩 喧」・「未聞」な ど 「ほ ととぎす」の鳴 き声が耳 に届かない ことに対 する思

いを題 詞に明示 した もので あ り、来 鳴 きを期待 し待つ家持の、現実 の鳴 き声の無 さ、すなわち欠落感 に

基づ くものであった。 しか もその 「怨」・「恨」提示 は越中時代 にお ける用例 にある。 そこには都平城京

と異な る異風土越 中における、現実の夏の季のずれ、「ほ ととぎす」到来 の遅 さへの思いが込め られてあ

り、いわば暦法意識 に基づ く都 と越 中 との 「ほ ととぎす」の来 鳴 きの落差への こだわ りがあ る。二十四

節気の 「立夏」 に来鳴 くべ き夏の鳥 「ほ ととぎす」への愛着が、越 中の家持 に来鳴 きの遅 い、季節 にず

れた 「ほ ととぎす」を捉 え、それへの思 いをあたか も人格化 した対象 に向 き合 うかの如 く題詞 に 「怨」・

「恨」 と明示 した ことが認 め られ る。そ こに家持固有 の 「ほ ととぎす」 との心情的な繋が りを押 さえ る

こ とがで きる。

5「 月」に向かって鳴 く 「ほ ととぎす」

大伴家持 の 「ほ ととぎす」詠 には、 「ぬ ばた まの月に向 ひて ほ ととぎす」 と、歌 の ことば 「ほ ととぎ

す」が 「月」 と組 み合わ され、対 になって歌われた例が あ る。本項で は、家持の 「ほ ととぎす」 と 「月」

との把捉 ・表現 につ いて論究す る。

万葉集 の 「月」 の把捉 は、運 行、満 ち欠け、照 り輝 きを基本 とし、人事 ・恋情 との関連 での把捉 が多

いが、別途、天象以外 の動植物 と組み合わ され、 ない しは対 にな っての把捉が ある。家持の 「月」のな

かで、天象 以外 の動植物 と組み合 わ され把捉 された例 を求め る と十首 を数 え、 その動植物 として最多 は

「ほ ととぎす」で あ る。 それ らはすべて越 中時代詠 に見出 され、家持 に固有 ともいえる 「ほ ととぎす」

と夏の季の 「月」 との連想 ・連絡 による把捉 ・提示 として確認で きる。 しか もその中 に、 「月」に向かっ

て鳴 く 「ほ ととぎす」 を取 り上 げた例 が三首 にみえる。 その趣 向 ・発想 は、咬々 と照 る 「月」 に向かっ

て、夜 にも鳴 く 「ほ ととぎす」が、そ こに辿 り着 くことを願って飛翔 す るさまを捉 えた もので、想像裡

ではあれ絵画 的構図 を持 った家持 に固有で独特 な 「月」 と 「ほ ととぎす」 の描写 とな ってあ る。

この家持 に固有 な 「月」 に向か って鳴 く 「ほ ととぎす」の把捉描写 は、 中国古典詩 にお ける 「月」 と

「杜鵤」・「子規」 との対 になる描写 ・表現 に響 き合 うもので、家持の趣 向 ・発想 に中国詩か らの影響 の

跡 を認 めることがで き る。家持は、中国詩か らの影響 を背景 に、「月」に向か って鳴 く 「ほ ととぎす」 と

い う、明確 な構 図下 に鳴 くrほ と とぎす」 を、 イメージ豊 かな夏 の夜 の景物表現 として万葉集 に確立 さ

せてい る。

6「 ほ ととぎす」 の 「鳴 く音遙 けし」

本項 は、前項で論述 した 「月」 に向かって鳴 く 「ほ ととぎす」 の一例(巻 十七、三九八八)の 四 ・五

句 に歌 われて あ る 「鳴 く音 遙 け し里遠 みか も」 にみ える 「鳴 く音遙 け し」に焦 点 を絞 り、大伴 家持 の

「ほ ととぎす」 をめ ぐる歌の こ とば 「遙 けし」 につ いて、万葉集 の題詞 にある 「遙」 をも視野 に入れ て

考察す る。
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「遙け し」・「遙 けさ」及び 「遙 》に」 を一括 して万葉集の歌 の こ とば 「遙 け し」 と押 さえる とき、そ

れ らは万葉集第m期 末か ら第IV期 に集 中 した新 しい歌の こ とば と認め られ る。 それ らは、「遙 〉に」に顕

著な、視覚把捉 を基底 に据 えつつ対象 に向か う心情表現 に強 く関わ るもの と、動物の鳴 き声 を主 にその

聴覚 印象 をめ ぐって の心情 表現 に関わ る歌 の ことば とに大別で きる。前者 は、視覚 を主 とした空 間的距

離 の隔た り ・遠 さの把捉を基本 としてあ る。一方後 者 は、その耳 に届 く音声 ・音響の行方が明確 に把捉

で きないその対象 との距離感把捉 を基本 とし、 それを聞 く者 の内面心情 の揺れ と、その対象 への思慕の

情 とが把捉 され表現 されてあ る。

家持 の 「鳴 く音遙 け し」は、 「ほ と とぎす」の鳴 き声把捉 ・提示 として聴 覚 をめ ぐる 「遙 け し」で あ

り、 しか も題詞 に 「遙聞」 と明示 されて あ り、対象 とす る 「ほ ととぎす」 と自身の距離感が意識化 され

て歌 われた歌 として押 さえ られ る。 ここか らは、「鳴 く音 遙け し」 と、歌の こ とば 「遙け し」に よって把

捉 ・表現 された家持 の 「ほ ととぎす」 とは、遙かであ るが ゆえになお一層 その行 方定 めぬ鳴 き声が、追

い求 められ希求 され る対象 として、思慕の情を、微 妙で繊細 な 自己の心情 を託す に叶った鳥 として あっ

たこ とが明 らかであ る。

7「 ほ ととぎす」 の 「夜声 なつか し」

越 中以前 の大伴家持 の 「ほ ととぎす」詠 として作歌年次 の明 らか な天平十六年 の、 いまは故京 となっ

た平城 京の故宅 に 「独居」 した際の作歌六首 中に、 「ほ ととぎす夜声なつか し」の表現が ある。 「ほ とと

ぎす」の夜 の鳴 き声 の把捉 として ある 「なっか し」 とはいか なる歌の こ とばであ り、家持 に とって 「ほ

と とぎす」 を 「なっか し」 と歌 うこ とは、 いかなる意味 を有す るか を本項 は明 らか にする。

「心ひかれて離れ がたい」意 を示す 「なっか し」は、動詞 「なっ く」の形容詞化 された もので、万葉集

の後半期 に多 く用 い られ る歌の こ とば としてあ る。 「なっか し」は、用 法か らみて人事 との関わ りとして

ではな く、 む しろ非人格の対象 へ寄せ る心情 を把捉 した歌の こ とば としてある。 その非人格の対象への

「なつ か し」 の中で、鳥の鳴 き声を、 しか も 「ほ ととぎす」の鳴 き声 に対 して用 いて あるのが家持であ

る。 「ほ と とぎす」への 「なつか し」提 示 は、万葉集 において家持 のみで あ り、家持 におけ る 「なつ か

し」 と 「ほ ととぎす」 との固定化 された緊密 な関係が明 らか にな る。 しか も、 その家持 によって 「なつ

か し」 と把捉 された 「ほ ととぎす」 には、天平十六年の詠 歌 にあ る如 く 「夜」 の 「ほ ととぎす」が取 り

上 げ られた場合が ある。 「夜」の 「ほ ととぎす」への こだわ りと、その 「ほ ととぎす」の 「夜声」に対す

る 「なつか し」提 示 とは、「夜」に鳴 く 「ほ ととぎす」に 自身 の孤独 を映 し出 し、その 「ほ ととぎす」へ

の 「心 ひかれて離れがたい」親近 の情 を、親愛の思 いを重ね合 わせ て把捉 した もので あった。

家持 にお ける 「ほ ととぎす」 をめ ぐる歌の こ とぼ 「なっか し」 は、他 の鳥で はない愛好 ・愛着 の夏 の

鳥 「ほ ととぎす」 にのみ向かい、 中で もその夜の鳴 き声 を対象 とした 「なつか し」 は、家持固有 の内面

心情が重ね合わ された独 自な歌 の ことばで あった。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、万葉集 の歌 に とり上 げ られ歌われてい ることばにつ いて、 それが どの ような心情 の形象 と

して え らび とられ用 い られ た ものか、 そ して その形象 の様相が どの ようなものであったのか とい うこと

を考究 した ものであ る。

全体 は、 「序」 と 「1身 体の形象 と歌の こ とば」 「II思 慕 ・賞美の情 と歌の ことぼ」 「皿 季節 をめ
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ぐる歌 の ことば」 「IV「 ほ ととぎす」 をめ ぐる歌の ことば」 の4章 とか ら成 る。

「1身 体 の形象 と歌 の ことば」では、1「 すが た(姿)」 、2「 お も(面)」 、3「 ゑみ(咲)」 、4「 か

み(髪)」 等の ことばを とり上 げ、対人認知 において最 も身近 な対象 となる身体 の形象 をめ ぐることばが、

歌 のこ とば として どの ように把握 され、提示 ・表現 されて いるか を、抽出 したその四種 の ことばの用例

の検討 を踏 まえて考察 す る。1「 すがた(姿)」 は、それが多 くの万葉集後末期の歌 の ことば として用い

られてい るものであ り、視認で きる身体 ・姿態の形象把握 の ことばで ある 「すがた」が、歌 の中で は、

そのほ とん どが現 前 しない相手 ・対者 の身体 ・姿態の形象把握 の ことば、 自己の相 聞 ・恋 の心情 を託す

歌の こ とば として用 い られて いるこ とを明 らか にす る。2「 おも(面)」 で は、第III期 の詠歌 中の相聞 ・

恋 の歌 にその用例 が頻 出 し、 「面」 「面輪」等の語構成 を とる 「お も」 はそのほ とん どが非現前 の相手の

顔 ・顔面の全体 的な形象 を把握 し、 それ を見、捉 え ることを希求す るこ とばであ ることを明 らか にす る。

3「 ゑみ(咲)」 は、万葉歌 において は 「わ らひ」はな く 「ゑみ」のみが用 い られ、その多 くが万葉集後

半期の ものであ り、恋す る者同士、 あるいは特定 の関係 を もった者 同士でのみ了解 され る表現 を形象す

るもの として、思慕 ・希求 の心情 を歌 い込め るこ とばであ ることを指摘す る。 また家持歌 においては越

中時代 に集 中 し、 その多 くが先行す る 「ゑみ」の把握 ・提示 と同質 なものであ るが、憶 良歌 の影響 と考

え られ る、移 ろい、無 常 と連結 した例 のある ことを明 らか にす る。4「 かみ(髪)」 で は、身体形象 の一

っであ る頭髪 ・髪 を とり上 げ歌 った 「かみ(髪)」 につ いて、 「髪」、 「黒髪」、 「黒髪 ・白髪」、 「白髪」の

四区分 を設 定す ることによって生 きゆ く時間、人生 の展開 の相 を象徴的 に表現す る方法 のあ りようを考

察す る。 この項で も、単独の 「白髪」が男性 のみ認 め られ、老い をその人生の終極 を象徴 す る指標 とし

てい るこ とを指摘 す るな ど、興味深い指摘 が少な くない。

「II思 慕 ・賞美 の情 と歌の こ とぼ」で は、1「 ふ りに しさ と」・「ふ るさ と」、2「 みや こ」、3「 しの

ふ」、4「 家持 の 「しのふ」」、5「 妻 問」、6「 鳥獣 と 「妻」」等、万葉集 にお ける人々の内面 に湧 き上が

る対象への思慕 ・賞美の情 を把握 ・提 示す る歌 の ことばにつ いて論究す る。1「 ふ りに しさ と」・「ふ る

さ と」、2「 みや こ」は、天皇の居所 及び居住 地の認識、中央 と地方 ない しは都鄙 の意識 に関わ る歌 の こ

とば としてそれ を検討 し 「ふ りに しさ と」・「ふ るさ と」が遷都 に関 る特定の地への思慕 ・賞美 の心情 を

歌い込めた表現で あ り、「ふ りにしさと」が平城京遷都以降の詠 歌において、荒れ さびて しまった地 、遷

都 によって旧都 ・古都 となって しまった地、 と りわけ飛鳥 を対象 として歌われ ることばで あ ること、 ま

た歌の ことぼ 「ふ るさ と」が単 なる旧都 ・古都 指示 の ことばで はな く、生 まれ育った地 ない しは父祖伝

来の地 への愛着 の情、思慕の情 を託 す るものであ ることを明 らか にす る。2「 みや こ」 では、天皇 の居

所、皇居 のあ る 「みや こ」が万葉集 にあって はいかに把握 ・提示 され る歌の こ とばであ るかを考究 す る。

2「 みや こ」で は、万葉集の 「みや こ」歌 が宮人 を中心 にすべてが 「みや こ」 とともにあ る者 によって

歌われたた もので あ ること、 「みや こ」歌 は、藤原京 ・平城京以前 の歴代遷居の時代 におけ る天皇 その も

のの存在 に関わ るもの と、藤原 京以後 とりわ け平城京遷都以降の都市空間 としての 「みや こ」観念 の成

立 に基 づ く表現 とに大 き く区分で きるこ とが指摘 され る。 すなわち、歴代遷居の時代 の 「みや こ」歌が

その地 にあって天皇 その もの を賛仰 す るものであったのに対 して、平城京遷都以後 に急増す る 「みや こ」

歌の多 くが平城京 を遠 く離れた地 にあって 「みや こ」を思慕 す る心情 を歌 い込 めた もの とす るので あ る。

非現 前の対象が思念 ・想像のなかで慕 わ しく彩 られ、思慕 ・賞美 の情 を託 して歌 われ るあ り方が、 この

歌の こ とばにおいて も明 らか にされ る。歌 とは何 か とい う本質 に関 わる問題 について も示 唆を与 えて く

れ る、傾聴 すべ き指摘で あるこ とは言 うまで もない。3「 しのふ」で は、万葉集 の 「しのふ」が 内面心

情発現の提示 として、賞美か思慕か に明確 に弁別 す ることな く両者が交錯 し混融 した心情 を表現 す るも

のであ ることを明 らか に し、「しのふ」の意が賞美か ら思慕へ と展開 した とす る従来 の見解 を訂す。万葉
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歌 の基本語であ る 「しのふ」 の意味 とその展 開について も新見 を提示 した論 として高 く評価 すべ きもの

で あろ う。4「 家持 の 「しのふ」」で は、前項 で明 らかに した思慕 ・賞美の情 をあ らわす 「しのふ」 を万

葉歌人の中で最 も多 く用 いて いる家持の例 にっ いて、 その家持的特性 を解明す る。5「 妻問」で は、万

葉集の 「妻」の複合語 の中か ら 「妻問」 を と り上 げ、 それが現実の男女間の婚姻形態 を把握 ・提示す る

ものではな く、想像裡、追悼、鳥獣描写 におけ る表現 として用い られてお り、万葉集第III期 に至 ってか

らの婚姻 をめ ぐる詠歌 にお ける新 たな趣 向を提示 ・表現す るもの として用 い られた歌 の ことばであ った

と位置 づ ける。6「 鳥獣 と 「妻」」は、鳥獣詠歌 にお ける 「妻 」が擬人化 に よる婚姻 の表現 として用 い ら

れてい るものである ことを確認 し、前項 の結論 を補強す る。

「IH季 節 をめ ぐる歌の こ とぼ」では、1「 「あ らた しき」の年 の 「は じめ」 の 「初春」」、2「 鳴かざ

る春 の 「鶯」」、3「 「夏草」 と 「夏」」、4「 秋風」、5「 ひ ぐらし」、6「 春 に向か う 「冬」」、7「 家持 の

「雪」」等 の項で季節 に関わ る歌 の ことばを とり上 げ、巻八 ・巻十両巻 の形成 に象徴 され る万葉集 の季節

認識、季節観 を基底 に据 えた歌 の ことば、春夏秋冬の四季の区分 を明示 した歌 のこ とば、それぞれの季

節 の景物認定 を明示 した歌 の ことぼの問題 について考察 す る。1「 「あ らた しき」年の 「はじめ」の 「初

春」」は、万葉集最終歌 である巻二十末尾 の家持歌 につ いて、暦法上立春 と正月一 日が一致 した 日に詠 ま

れたその歌の 「あらた し」・「は じめ」・「初春」が、その用例 の多 くが平城京遷 都以降の万葉集後半期 の

もので、 とりわ け家 持歌 に用例が多い こ とを指摘 し、家持 の詠歌発想 を明 らか にす る。歌 の ことばの背

景 にある家持の鋭敏 な感覚 と強 い暦法意識 を指摘 し、「あ らた し」・「は じめ」・「初春」 とい うことばが そ

れ を表現す るためにえ らび とられ、始 発 ・開始 ・始動 の ことば として重ね られた、 とす る論者 の主張 は

説得力 に富む。2「 鳴かざ る春の 「鶯」」は、 「鶯」 を歌人別で最 も多 くとり上 げて歌 ってい る家持 に注

目 し、春の季節 の歌 の ことば としての 「鶯」 が どのよ うな意識 と関わ って詠 まれてい るか を、家持の三

期 に分 けられ る作歌 時期 区分 を視野 に入れなが ら論究す る。す なわ ち、家持 の 「鶯」 は、初作歌か らみ

えるが、第II期 の越 中赴任以後 多 くな り、そのすべ てが暦法 にて ら した春 の季節 に来鳴 く鳥 として歌わ

れ、 しか もそのほ とん どが現実に はその姿や 鳴 き声が捉 え られな い状況 にあって歌 われて いるものであ

り、想像裡 の思念 の中に思い描かれ る非現前 の対象で あるこ と、家持に とっての 「鶯」 とは現実の鳥 と

してで はな く暦法意識 を背景 として春 の象徴 的景物 として歌 うべ き対象 であった ことが指摘 され る。3

「「夏 草」 と 「夏」」 では、万葉 集 にお ける季節分 類 に説 密な分析 を加 えなが ら、歌 の ことば としての

「夏」 「夏草」の用例 か ら、季節認識の基本 的枠組 み とその展開の様相 を明 らかにす る。論者 は、柿本人

麻 呂に代表 され る、夏の季 を視認 し実感で きる具体的な繁茂のイメージで把握す る 「夏草」 に対 して、

家持 に代表 され る、万葉集後半期 に多 く用 い られ る 「夏」が、確認 で きる季の具体的景物 の把握 として

ではな く暦法 に照 らし認識 され る観念 的に提示 され る季の歌の ことばで あるこ とを指摘 す る。家持歌 の

一面 に存在す る観念性 を
、季 に関わ る表現か ら照 らし出 した本論 は、家持研究 を進展 させ る業績 として

評価 され るべ きものであ ろう。4「 秋風」 は、万葉集 の 「秋風」 には中国詩文か らの影響 が認 め られ る

ものの、 中国詩文の揺落 悲秋 の観念 を基盤 として ものは まれで、基本的 には秋の美的景観 を際立 たせ る

もの として、万葉集後半期の歌人たちに多用 され た もので あるこ とを明 らか にす る。5「 ひ ぐらし」は、

古今集 との比較 をも視野 に入れ て、「ひ ぐらし」を秋の景物 として明確化 し 「蝉」を夏の景物 として位置

づ け、中国詩文 の影響 を色濃 く映 し出 して いる古今集 とは異な り、万葉集 においては、後末期 に集 中 し、

季 につ いて秋 を優 位 とはす るが いまだ明確化 してはいない 「ひ ぐらし」が、夏か ら秋 にか けて、恋情や

鯵屈、望郷の念等の晴れや らぬ心情 を歌 うもの として用 い られて いた ものであ ることを指摘 する。 中国

詩文 との比較 を通 して万葉歌 の独 自の あ りようを示 した本 論の意義 は小 さ くはない。6「 春 に向か う

「冬」」で は、万葉集 中季 を明示 した歌の言葉の中では四季 中最 も用例 の少ない 「冬」につ いて、春 に分
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類 され る歌の中に 「冬」 の用例が多 く、その基本的 なあ り方が 「春 」を導 き出す もので あるこ とを指摘

す る。7「 家 持の 「雪」」は、作歌 のスター トか ら万葉集最終歌 まで二十七首 に及 ぶ 「雪」の歌 を詠 んで

いる家持 について、万葉集の 「雪」の歌 の概観 を踏 まえ、 その表現 のあ り方 と特質 を考究す る。 すなわ

ち、万葉集 の 「雪」 は中国詩文の 「雪 」の表現 に影響 を受 けなが ら、平城京遷都以降に多 く詠 まれ てお

り、家持歌 にはそれ ら先行歌 に倣 った ものが ある ものの、越 中赴任後 の歌 には、 はじめての越 中の異風

土体験 に基づ いた自然景観の中 に把握 された ものがみ られ、観念 か ら体験 による自然の把握 への広 が り

が歌の ことばのあ りよ うか ら明 らかに され る。家持 にお ける自然 と歌 との関わ りとその展 開の様相 を明

らか にす る貴重 な指摘で ある。

「IV「 ほ ととぎす」 をめ ぐる歌 の ことば」で は、万葉集 中の動物 として最多の用例 数 を持 つ 「ほ とと

ぎす」 に焦点を絞 って、1「 夏 の鳥 「ほ ととぎす」 と 「五月」」、2「 「ほ ととぎす」の 「声」」、3「 万葉

集 と古今集 の 「ほ ととぎす」の 「声」」、4「 ほ ととぎす」詠 歌 と題詞 「怨」・「恨」、5「 「月」に向かっ

て鳴 く 「ほ ととぎす」」、6「 「ほ ととぎす」の 「鳴 く音遙 け し」」、7「 「ほ ととぎす」の 「夜声 なつか し」」

等、 「ほ ととぎす」 をめ ぐる歌 の ことばを とり上 げて考察す る。1「 夏 の鳥 「ほ ととぎす」 と 「五 月」」

では、万葉集 における 「ほ と とぎす」 の季 の分類 につ いて考察 し、我が国 にお ける 「ほ ととぎす」 と夏

の季 の固 い結合が万葉集において明確化 された こ と、夏の暦 月 との関 わ りで検 証す るとき 「五月」 との

結合が顕著で、 その用例 は家持歌 が最多で あるこ と、中国伝来 の宮廷行事で ある端午 の節 を迎 える月 と

しての五 月 との関わ りで詠 まれ ることが多 い ことを明 らかに してい る。2「 「ほ ととぎす」 の 「声」」で

は、万葉集最古の 「ほ ととぎす」詠で ある藤原 夫人の一首 を中心 に、 その歌 にお ける 「ほ ととぎす」の

把握が 「声」の表現に焦点をあて た、 中国古典詩 にお ける 「杜鵤」描写 に も古今集 に も求め られ ない万

葉集独 自のもので あった ことが示 され る。 「ほ ととぎす」の把握 を指標 として万葉集 の歌 の独 自のあ り方

を指摘 した論者の考 察には学ぶべ き ところがあ ろう。3「 万葉集 と古今集の 「ほ ととぎす」の 「声」」で

は、両歌集の 「ほ ととぎす」 の 「声」把握の あ り方の史的展 開をおさえ、万葉集 以後 、古今集前夜 とも

いえる時代 の歌合や新撰万葉集の 「ほ ととぎす」詠 に中国古典詩 の 「杜鵤」「子規 」の表現 の影響がみ ら

れ、 それ を背景 として古今集独 自の 「ほ ととぎす」 の 「声」描写の表現が認め られ ること、万葉集 に初

出する 「ほ ととぎす」の 「声」 は万葉以後中国詩を受容 す ることで新たな表現を獲得 して古今集へ と継

承 されて いるこ とが明 らか にされ る。4「 ほ ととぎす」詠歌 と題詞 「怨」・「恨 」では、家持 の 「ほ とと

ぎす」題詠詞に提示 された 「怨」・「恨」が二十四節季 の 「立夏」 に来鳴 くべ き 「ほ ととぎす」が越 中の

遅 い夏 にあって欠落 感を もって希求 され詠 まれてい ること、 その背景 にある家持 の季節意識 の特質が示

され る。5「 「月」 に向か って鳴 く 「ほ ととぎす」」で は、皓々 と照 る月 に向かって夜 に も鳴 く 「ほ とと

ぎす」が飛翔 す るさまを捉 え、想像裡の絵画的構成 を持 った、万葉集 にお ける家持 に特有 の 「ほ ととぎ

す」の描写が、中国詩 の影響 を背景 に持っ こ との意義 を考 え る。6「 「ほ ととぎす」 の 「鳴 く音遙 け し」

で は、前項の家持詠 の四 ・五句中の 「鳴 く音遙 けし」 とい う表現 に託 された家持 の距離感 の問題 につい

て考察す る。家持歌 を外部か ら導入す るもの によって分析す る前項 と内部の精緻 な検討 によって分析す

る本項の方法 は、論者の柔軟 で多面 的な研究 のあ り方 を示す ものであ る。7「 「ほ ととぎす」の 「夜声な

つか し」」は、万葉集後半期 に多 く用 いられ非人格 の対象 に寄せ る心情 を表現す るもの として詠 まれてい

る 「なっか し」が、家持詠 にあって は非人格化 の対象 とは少 し く性格 を異 にす る 「ほ ととぎす」 に対 し

て用い られ、 それが 自己の孤独の情の表 現 となってい るとい う家持独 自の詠 み方 を明 らか に してい る。

以上、 さまざ まな視点か ら万葉集の歌 の ことばが形象 する もの及 びその形象 のあ り方 を明 らか に した

本論文 は、従来 の歌 の ことばの研究 の多 くが狭義 の 「歌語」「歌 ことば」の枠 内に とどまって いたの に対

して、散文 に も用 い られて いた はずの語 が歌 に用 い られ る とき日常言語 とは位相 を異 にす る歌の こ とぼ
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として発現 してい く機構を閾明 し、歌の表現の研究に独自の境地をひらいたものであり、斯学の発展に

寄与するところ大である。加えて、それら歌のことぼの形象の様相 を明らかにする際、万葉集最大の歌

人大伴家持の歌 を柱 として考察 し、家持研究を大きく進展 させる成果をあげている点でも高 く評価 さ

れる。

よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与されるに十分な資格 を有するもの と認めら

れる。
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